
トップアスリートスポーツ教室開催
平成 27年 12月 12日（土）、町総合運動公
園町民球場において茨城ゴールデンゴールズ
の片岡安祐美監督と選手17人を招き、少年
少女野球教室が、1月 10日（日）には竹来中学
校体育館において、剣道教士七段・舟島小学校
山下克久教頭先生を招き、少年少女剣道教室
が開催されました。それぞれの教室で、児童
生徒は熱心な指導を受けました。

平成28年
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のうきげんまでにおさめましょう

収納課☎888ー1111（146・148）

平成 28年度　納期月・納期限一覧

納付月 納期限

税（料）目

固定資産税 軽自動車税 町・県民税 国民健康
保険税

後期高齢者
医療保険料 介護保険料

4月 5月 2日（月） 第 1期 第 1期

5月 5月 31日（火） 全期

6月 6月 30日（木） 第 1期 第 2期

7月 8月 1日（月） 第 2期 第 1期 第 1期

8月 8月 31日（水） 第 2期 第 2期 第 2期 第 3期

9月 9月 30日（金） 第 3期 第 3期

10月 10月 31日（月） 第 3期 第 4期 第 4期 第 4期

11月 11月 30日（水） 第 5期 第 5期

12月 12月 26日（月） 第 3期 第 6期 第 6期 第 5期

平成29年
1月 1月 31日（火） 第 4期 第 7期 第 7期

2月 2月 28日（火） 第 4期 第 8期 第 8期 第 6期

3月 3月 31日（金） 第 9期

税金は定められた期限までに自主的に納税されなければならないものとされています。納期限内の自主納税
にご協力ください。（参考法令：地方税法 20条の 5、国民健康保険法第 81条、国税通則法第 10条）

◎問い合わせ	 役場☎888ー1111　▼収納課（146・148）▼税務課（151～ 156）▼国保年金課（131～ 135）

町税・国保税・後期高齢者医療保険料・介護保険料は

納期限までに
納めましょう！

■納税は、安心・確実・便利な口座振替で！
口座振替をご利用の場合は、各納期限の日に口座から引き落としをします。4 月から口座振替をご希望の際
は、3月中に手続きをお願いします。手続きなどで不明な点は、収納課までお問い合わせください。
なお、保険税（料）を振替されている人の社会保険料控除は、口座名義人のみに適用されます。詳しくは、
税務課までお問い合わせください。
納付に際しては、本紙を保管のうえ参照願います。
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安全・安心な生活のために

安全・安心な生活のために、防犯意識・防犯対策を欠かすことはできません。常日頃から防犯意
識をもって、その予防・対策に取り組み、皆さんで犯罪のないまちづくりを実現しましょう。

交通防災課☎888ー1111（276・277）

自動車盗難注意！　茨城県内の自動車盗は全国ワースト 2位

平成 27年茨城県における自動車盗の刑法犯認知件数※は 2,107 件（前年比＋ 293 件）となっており、全
国ワースト２位です。この件数を犯罪率※にすると、全国ワースト１位という危機的状況にあります。

■県南地域の認知件数 907件（前年比＋ 220件）は県内ワースト 1位
907 件の内訳は、乗用車 293 件（前年比+76 件）、貨物車 293 件（前年比+105 件）、その他（重機・トラ

クター等）188件（前年比+39件）です。犯行の手口は、夜間に複数の犯人により車両ドアの鍵を破壊し、エ
ンジンの電気系統を直結してエンジンを始動させて逃走する手口が大半です。もはや、ドアロックだけでは被
害を防ぐことが難しい状況であり、下記のように、駐車場や車両への二重三重の対策を講じることが大切です。

■駐車場への対策
▼センサーライトの設置
▼防犯カメラの設置
▼門柱チェーンの設置など

平成 27年の茨城県内におけるニセ電話詐欺の犯罪認知状況については、認知件数 404件（前年比+103 件）
で被害額約 12億 2千 3百万円（前年比 2億 1千 3百万円減）となっており、被害額は減少しているものの、
依然として多額の被害が発生しており、被害件数は増加しています。
ニセ電話詐欺は、子や孫に対する親愛の情を利用する犯罪で、誰でもだまされる可能性があります。

※『私は絶対大丈夫』と思っている人ほどだまされやすいので、ご注意ください！

ニセ電話詐欺に注意！

■こんなときは要注意！　※電話がかかってきて…
▼息子から　　　　→　『風邪をひいて声が変わった』『電話番号が変わった』『お金を取りに行く」
▼役場から　　　　→　『ＡＴＭで医療費還付』『マイナンバー登録代やカード代でお金を請求』
■留守番電話で撃退
▼犯人は声を残すことを嫌います。留守番電話・ナンバーディスプレイの設定などは効果的な対策です

※隠しスイッチとは、犯人が車両を盗もうとした際に、エンジンが始動しないよう電気系・燃料系への細工すること
です。未遂となった防犯対策の約半数が隠しスイッチです。取り付けに関しては自動車関連業者にご相談ください。

自動車盗
刑法犯認知件数※ 犯罪率※

ワースト順位 都道府県 人口（千人） 件数 ワースト順位 都道府県 人口（千人） 10万人あたり
犯罪発生件数

1位 愛知 7,455 2,205 1 位 茨城 2,919 72.2
2 位 茨城 2,919 2,107 2 位 愛知 7,455 29.6
3 位 大阪 8,836 1,747 3 位 栃木 1,980 28.5

※刑法犯認知件数……警察等において犯罪の発生が認知された件数
※犯罪率……人口 10万人あたりの犯罪発生件数（認知件数÷人口×10万人）

■車両への対策
▼隠しスイッチ※
▼イモビライザー
▼ハンドルロック　▼警報器の設置など

あんぜんあんしんのまちづくり
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みんなでささえ愛…こくほ

新しくなります
国民健康保険証

4月1日からー

新しくなります
国民健康保険証

参
の
う
え
、
世
帯
主
ま
た
は
同
一

世
帯
の
ご
家
族
が
国
保
年
金
課
窓

口
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

※
有
効
期
限
を
過
ぎ
た
古
い
保
険

証
は
、
切
り
刻
む
な
ど
し
て
処

分
す
る
か
、
国
保
年
金
課
窓
口

ま
で
ご
返
却
く
だ
さ
い

■
町
外
の
施
設
（
入
所
・
入

院
）
等
の
所
在
地
に
住
民

登
録
を
し
て
い
る
人
は
…

国
保
年
金
課
窓
口
に
届
け
出
が

必
要
で
す
（
▼
必
要
書
類
：
▽
入

所
（
入
院
）
証
明
書
ま
た
は
在
園

証
明
書
▽
該
当
す
る
人
の
新
し
い

保
険
証
▽
印
鑑
）。

■
◯学
保
険
証
も
更
新
で
す

修
学
の
た
め
に
住
所
を
他
市

町
村
に
異
動
し
て
い
る
人
は
、

毎
年
4
月
に
◯学
保
険
証
の
届
け

出
が
必
要
で
す（
▼
必
要
書
類
：

▽
在
学
証
明
書
▽
該
当
す
る
人

の
新
し
い
保
険
証
▽
印
鑑
）。
国

保
年
金
課
窓
口
で
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

こ
の
届
け
出
に
よ
り
、
本
人
の

現
住
所
地
が
記
載
さ
れ
た
保
険
証

国
民
健
康
保
険
証
を
4
月
1

日
付
で
更
新
し
ま
す
。
保

険
証
は
個
人
ご
と
の
カ
ー
ド
型
に

な
っ
て
い
ま
す（
左
図
参
照
）。
3

月
末
日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、

新
し
い
保
険
証
が
届
い
た
ら
内
容

を
よ
く
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

■
取
り
扱
い
上
の
注
意

個
人
ご
と
の
カ
ー
ド
型
の
た

め
、
紛
失
や
汚
損
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
保
険
証
の
再
交
付

を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
身
分
証

明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を
持

を
発
行
し
ま
す
。

※
修
学
を
終
え
た
場
合
に
は
、
町

国
保
の
加
入
資
格
を
失
い
ま

す
。
世
帯
主
は
町
に
資
格
喪
失

届
を
提
出
し
、
該
当
す
る
人
の

保
険
証
を
国
保
年
金
課
窓
口
に

返
却
し
て
く
だ
さ
い

阿見町役場　電話029（888）1111（代表）

※退職者医療制度用は帯が緑色です。また、記載内容も一部異
なります

（裏面）

1. 私は、脳死後及び心臓が停止した死後のいずれでも、移植の為に臓器を提供します。
2. 私は、心臓が停止した死後に限り、移植の為に臓器を提供します。
3. 私は、臓器を提供しません。
《1又は 2を選んだ方で、提供したくない臓器があれば、×をつけてください。》

【　心臓・肺・肝臓・腎
じん

臓・膵
すい

臓・小腸・眼球　】
〔特記欄：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〕
署名年月日：　　　　年　　　　月　　　　日
本人署名（自筆）：　　　　　　　　　　　家族署名（自筆）：　　　　　　　　　　　　

＊　以下の欄に記入することにより、臓器提供に関する意思を表示することができます。
記入する場合は、1から 3までのいずれかの番号を○で囲んでください。

注意事項	 保険医療機関等において診療を受けようとするときは、必ずこの証を
その窓口で渡してください。

備　　考

※保険証の裏面にある臓器提供意思表示欄の記入は被保険者の
任意であり、必ずしも記入しなければならないものではあり
ません。また、記入の有無により受けられる医療内容に違い
は生じません。臓器提供意思表示欄に貼り付ける個人情報保
護シールを添付しますので、ご活用ください

後期高齢者医療制度の保険証の有効期限は7月 31日まで
となっています。新しい
保険証は7月下旬に郵送
します。
なお、国民健康保険の
有効期限（3月 31 日）と
は異なります。

後期高齢者医療制度の保険者証は
8月 1日付で更新となります

後期高齢者医療被保険者証
有効期限　平成２8年　７月３１日

被保険者番号

被　

保　

険

住　所

氏　名

➡

国保
国保税

納めて安心
わが家の健康

国保年金課国保係☎888ー1111（131～133）
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みんなでささえ愛…ねんきん

国民年金保険料
の額と納め方
国民年金保険料
の額と納め方

国
金民
年

国保年金課国民年金係☎888ー1111（136・137）

■
土
浦
年
金
事
務
所

3
月
の
休
日
開
庁
日

日
時　

3
月
12
日（
土
）午
前
9

時
30
分
〜
午
後
4
時

問
合
せ　

土
浦
年
金
事
務
所

☎
8
2
5
ー

1
1
7
0

❷
納
付
書
（
現
金
）
に
よ
る
前
納

で
納
付

納
め
る
月
が
早
い
ほ
ど
割
引
額

が
多
く
な
り
ま
す
。

そ
の
年
度
の
一
定
期
間
の
保
険

料
を
前
も
っ
て
ま
と
め
て
納
め
る

（
前
納
）
と
、
保
険
料
が
割
り
引

き
さ
れ
て
お
得
で
す
。

▼
1
年
分
前
納
：
割
引
額

3
4
6
0
円

▼
半
年
分
前
納
：
割
引
額

7
9
0
円

❸
口
座
振
替
で
納
付

口
座
振
替
な
ら
納
付
書（
現
金
）

で
納
め
る
よ
り
割
引
き
が
多
く
お

得
で
す
。

▼
2
年
分
前
納
：
割
引
額

1
5
6
9
0
円

▼
1
年
分
前
納
：
割
引
額

4
0
9
0
円

▼
半
年
分
前
納
：
割
引
額

1
1
1
0
円

▼
毎
月
納
付
は
2
種
類

▽
早
割
（
当
月
末
振
替
）：
月
々
50

円
割
引
（
例
：
4
月
分
の
保
険

料
を
4
月
末
日
に
振
替
）

▽
翌
月
末
振
替
：
割
引
な
し（
例
：

4
月
分
の
保
険
料
を
5
月
末
日

に
振
替
）

▼
口
座
振
替
手
続
き
に
必
要
な
も
の

▼
年
金
手
帳
ま
た
は
納
付
書
等

基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の

▼
通
帳
▼
金
融
機
関
届
出
印

※
口
座
を
お
持
ち
の
金
融
機
関
・

郵
便
局
窓
口
ま
た
は
年
金
事
務

所
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

❹
そ
の
他

電
子
納
付
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ

ー
ド
を
利
用
し
た
納
付
も
で
き

ま
す
。

※
詳
し
く
は
土
浦
年
金
事
務
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

保
険
料
を
未
納
に
す
る
と
、

生
活
の
支
え
と
な
る
年
金

が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
忘
れ
る
こ
と
な
く
納
め

ま
し
ょ
う
。

■
保
険
料
の
額

保
険
料
は
、
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
毎

月
の
保
険
料
は
翌
月
末
日
ま
で
に

納
付
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
保
険
料
：
平
成
28
年
度
は
月
額

1
6
2
6
0
円
、
平
成
29
年
度

は
1
6
4
9
0
円

▼
付
加
保
険
料
：
月
額
4
0
0
円
。

付
加
保
険
料
を
納
付
す
る
と
、

2
0
0
円
×
付
加
保
険
料
納
付

済
月
数
ー
で
計
算
さ
れ
た
金

額
が
、
老
齢
基
礎
年
金
に
加
算

さ
れ
ま
す

※
納
め
た
保
険
料
は
、
全
額
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
す

■
納
め
方

❶
納
付
書
（
現
金
）
で
納
付

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

た
納
付
書
で
、
銀
行
・
郵
便
局
・
農

協
・
漁
協
・
信
用
金
庫
・
労
働
金
庫
・

信
用
組
合
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
ー
で
納
め
る
こ
と
が
で
き

ま
す
（
役
場
・
出
張
所
で
は
取
り

扱
い
で
き
ま
せ
ん
）。

▼口座振替で前納するのがお得です

納付方法 1か月分 6か月分 1年分 2年分

現金支払い（月々） 16,260 円 97,560 円 195,120 円 390,240 円

現金支払い（前納）
【割引額】

ー
96,770 円

【790 円】

191,660 円

【3,460 円】
ー

口座振替（早割）
【割引額】

16,210 円

【50 円】

97,260 円

【300 円】

194,520 円

【600 円】

389,040 円

【1,200 円】

口座振替（前納）
【割引額】

ー
96,450 円

【1,110 円】

191,030 円

【4,090 円】

374,550 円

【15,690 円】

※納めていない期間の保険料については、納付期限から 2年を経過すると
時効により納められなくなります
※時期により前納できる期間に制限があります
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知って安心！介護保険

地域密着型サービス

問
』
や
『
宿
泊
』
な
ど
を
組
み
合

わ
せ
、
食
事
・
入
浴
な
ど
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

要
介
護
1
〜
5
の
人
、
要
支
援

1
・
2
の
人
が
利
用
で
き
ま
す
。

町
で
は
1
事
業
所（
定
員
25
人
。

表
参
照
）が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
利
用

の
場
合
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
自
己
負
担
額
（
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
の
1
割
）
に
加
え
て
、
食
材

料
費
・
宿
泊
費
・
そ
の
ほ
か
の
費

用
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
行

わ
れ
ま
す

▽
利
用
者
の
家
族
や
地
域
の
代
表

者
が
参
加
す
る
運
営
推
進
会
議

に
お
い
て
、
運
営
状
況
の
報
告

や
意
見
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
、

よ
り
良
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う

話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
す

■
小
規
模
多
機
能
型
居
宅

介
護

小
規
模
の
住
宅
型
の
施
設
で

『
通
所
』
を
中
心
と
し
な
が
ら
『
訪

を
営
む
住
居（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

で
食
事
・
入
浴
な
ど
の
介
護
や
支

援
を
受
け
る
も
の
で
、
要
介
護
1

〜
5
の
人
、
要
支
援
2
の
人
が
利

用
で
き
ま
す
（
要
支
援
1
の
人
は

利
用
で
き
ま
せ
ん
）。
町
で
は
5

事
業
所
（
定
員
90
人
。
表
参
照
）

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
利
用
の
場
合
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
自

己
負
担
額
（
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

1
割
）
に
加
え
て
、
家
賃
・
食
材

料
費
・
そ
の
ほ
か
の
費
用
が
か
か

り
ま
す
。
詳
し
く
は
各
事
業
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

事
業
所
に
お
い
て
、
短
期
間
の

宿
泊
利
用
が
で
き
る
『
短
期
利

用
共
同
生
活
介
護
（
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
）
サ
ー
ビ
ス
』
も
あ
り

ま
す
。
実
施
の
有
無
は
各
事
業

所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

▼
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
の
特
徴

▽
家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
で
少
人

数
で
の
共
同
生
活
を
営
み
ま
す
。

共
同
生
活
で
は
、
自
分
で
で
き

る
こ
と
は
自
分
で
行
い
ま
す

▽
居
室
は
全
室
が
個
室
に
な
っ
て

お
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮

さ
れ
て
い
ま
す

▽
季
節
の
行
事
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
、
地
域
の
行
事
へ
の
参
加

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
は
、
認

知
症
高
齢
者
や
独
居
高
齢
者
の
増

加
な
ど
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
が
介
護

の
必
要
な
状
態
と
な
っ
て
も
、
住
み

慣
れ
た
自
宅
や
地
域
で
で
き
る
限

り
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
た
柔
軟
な
体
制

で
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

※
認
知
症
と
は
、
脳
に
何
ら
か
の

原
因
で
障
害
が
起
き
、
脳
の
機

能
が
低
下
す
る
こ
と
で
、『
物

忘
れ
』
や
『
判
断
力
低
下
』
な
ど

日
常
生
活
が
う
ま
く
行
え
な
く

な
る
『
脳
の
病
気
』
で
す

▽
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

の
指
定
お
よ
び
指
導
・
監
督
は
、

市
町
村
が
行
い
ま
す

▽
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
は
、
原
則
と
し
て
事
業
所
が

所
在
す
る
市
町
村
の
住
民
（
介

護
保
険
の
被
保
険
者
）
の
み
と

な
り
ま
す

■
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活

介
護（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）

認
知
症
の
高
齢
者
が
共
同
生
活

介
護

保
険

表：町内の地域密着型サービス提供事業所

種類 事業所名
所 在 地
電話番号

定員

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

阿見ケアコミュニティそよ風
うずら野4ー24ー5
☎843ー7130

18 人

グループホームすみれ
岡崎 2ー8ー19
☎887ー0086

9 人

グループホームつくし
曙 176ー3
☎887ー2823

18 人

グループホームわかぐり
鈴木 136ー3
☎891ー2300

18 人

グループホーム阿見
若栗 2957ー5
☎889ー2767

18 人

小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護

小規模多機能型居宅介護
すみれ

岡崎 2ー8ー19
☎875ー4102

25 人

サ
ー
ビ
ス
の
概
要

サ
ー
ビ
ス
の
主
な
特
徴

主
な
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

みんなでささえ愛…かいごほけん

社会福祉課介護保険係☎888ー1111（164・165）
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おげんきですか

町運動普及推進
協議会だより

みなさんお元気ですか？
今年も1に健康2に健康です。適度に体を動かして、

体も気持ちもすっきりしましょう！

町運動普及推進協議会事務局（健康づくり課内）☎888ー2940

化
に
も
な
り
ま
す
。
終
わ
っ
た

後
は
『
お
も
し
ろ
か
っ
た
』
と
い

う
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

▼『
脳
ト
レ（
手
遊
び
・
指
遊
び
）』

体
操
の
合
間
に
は
、
簡
単
な
手

遊
び
・
指
遊
び
の
『
脳
ト
レ
』
ゲ

ー
ム
も
行
い
ま
し
た
。
ス
ク
エ

こ
の
体
操
を
し
っ
か
り
行
う
と

体
が
じ
ん
わ
り
と
温
か
く
な
っ

て
き
ま
す
。

▼『
タ
オ
ル
体
操
』（
ス
ト
レ
ッ
チ
）

タ
オ
ル
を
使
う
こ
と
で
、
い
ろ

い
ろ
な
動
き
に
対
応
で
き
、
強

度
も
調
整
し
や
す
く
、
体
が
動

か
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

▼『
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
』

床
の
マ
ス
目
を
決
め
ら
れ
た
順
番

に
踏
み
進
む
運
動
で
す
。
最
初
は

や
さ
し
い
ス
テ
ッ
プ
か
ら
行
い
、

徐
々
に
難
易
度
を
あ
げ
て
い
き
ま

す
。
ス
テ
ッ
プ
を
見
て
、
覚
え
て
、

動
く
こ
と
か
ら
認
知
症
予
防
に
も

効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
の
難
易
度
が
あ
が
る

に
つ
れ
、
足
が
思
う
よ
う
に
動

か
ず
、
頭
も
混
乱
し
て
し
ま
い

ま
す
が
、
か
え
っ
て
脳
の
活
性

運
動
普
及
推
進
協
議
会
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
、
健
康
を
維
持
す
る

た
め
の
運
動
の
普
及
活
動
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。

今
回
は
、
昨
年
の
10
月
25
日
に
、

総
合
保
健
福
祉
会
館
「
さ
わ
や
か
セ

ン
タ
ー
」
で
開
催
さ
れ
た
『
さ
わ
や

か
フ
ェ
ア
2
0
1
5
』
で
の
活
動
の

様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
さ
わ
や
か
フ
ェ
ア
2
0
1
5

を
終
え
て

運
動
普
及
推
進
協
議
会
で
は
『
日

ご
ろ
の
活
動
を
多
く
の
人
に
知
っ
て

い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
健
康
づ
く
り

の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
よ
い
な
』
と

の
思
い
か
ら
、
体
操
や
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に

楽
し
み
ま
し
た
。
小
さ
な
お
子
さ
ん

か
ら
80
代
の
人
ま
で
、
大
変
多
く
の

人
が
参
加
さ
れ
、
会
場
は
熱
気
で
あ

ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

▼
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ト
レ
ッ
チ『
花
体
操
』

唱
歌
『
花
』
に
合
わ
せ
て
行
う
体

操
で
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
は

筋
肉
や
関
節
を
ゆ
っ
く
り
と
伸

ば
し
、
血
流
を
ス
ム
ー
ズ
に
す

る
こ
と
が
目
的
で
す
。

ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
と
、
グ
ッ

と
力
が
入
り
、
呼
吸
を
止
め
て

し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
曲
に
合

わ
せ
て
歌
詞
を
口
ず
さ
め
る
く

ら
い
楽
に
呼
吸
し
、
じ
わ
じ
わ

と
気
持
ち
よ
く
筋
肉
を
伸
ば
し

ま
す
。
簡
単
な
動
き
で
す
が
、

ア
ス
テ
ッ
プ
同
様
に
、
思
う
よ

う
に
手
指
が
動
か
ず
悪
戦
苦
闘

し
『
あ
っ
、間
違
え
ち
ゃ
っ
た
！
』

と
笑
い
声
が
響
き
ま
し
た
。

体
操
が
終
わ
る
と
『
と
て
も
良
か
っ

た
』『
い
い
汗
か
い
た
』『
体
が
ぽ
か
ぽ

か
に
な
っ
た
よ
』
な
ど
の
声
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
頃
の
運
動
不

足
を
実
感
し
て
『
今
後
は
続
け
て
い
き

た
い
』
と
い
う
感
想
を
聞
く
こ
と
も
で

き
ま
し
た
。
私
た
ち
に
と
っ
て
、
こ

の
よ
う
な
声
が
励
み
に
な
り
、
や
り

が
い
を
感
じ
る
瞬
間
で
も
あ
り
ま
す
。

誰
の
た
め
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
、
自
分
の

た
め
に
、
今
、
積
極
的
に
体
を
動
か

し
ま
し
ょ
う
！

今
後
も
地
域
の
皆
さ
ん
に
、
か

ら
だ
も
こ
こ
ろ
も
元
気
に
な
る
よ
う

な
楽
し
い
体
操
を
発
信
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

▲スクエアステップの様子

▲タオル体操の様子

▲タオル体操の方法

▲脳トレ（手遊び・指遊び）の様子
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シルバークラブ

社会福祉課　☎888ー1111（162）／町シルバークラブ連合会（福祉センターまほろば内）　☎875ー6950

し
て
い
ま
す
。

競
技
会
で
は
毎
回
１
０
０
人

以
上
の
選
手
が
、
日
ご
ろ
の
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
て
元
気
に

競
技
に
励
ん
で
い
ま
す
。

■
輪
投
げ
大
会

参
加
者
が
毎
回
3
0
0
人
を
超

え
る
人
気
の
あ
る
大
会
で
す
。
会

場
の
町
民
体
育
館
で
は
、
毎
回
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

■
ペ
タ
ン
ク
・
ク
ロ
ッ
ケ
ー
大
会

年
に
1
回
、
県
大
会
に
出
場
す

る
町
の
代
表
を
決
定
す
る
た
め

に
、
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
『
ま
ほ
ろ

ば
』
の
ク
ロ
ッ
ケ
ー
場
で
大
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

■
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
大
会

数
年
前
か
ら
町
民
体
育
館
で
開

催
し
て
い
ま
す
。
大
会
が
近
づ
く

と
、
競
技
の
練
習
が
で
き
る
町
福

祉
セ
ン
タ
ー
『
ま
ほ
ろ
ば
』
で
は
、

た
く
さ
ん
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
練

習
を
行
い
ま
す
。

現
在
、
町
内
に
は
35
の
シ
ル
バ

ー
ク
ラ
ブ
（
単
位
ク
ラ
ブ
）
が
あ

り
ま
す
。
1
5
5
0
人
ほ
ど
の
会

員
の
皆
さ
ん
が
、
単
位
ク
ラ
ブ
内

で
の
活
動
や
、
町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ

ブ
連
合
会
主
催
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動

や
文
化
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
、
生
き
が
い
づ
く
り
・
健
康
づ

く
り
・
仲
間
づ
く
り
の
た
め
に
、

元
気
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ

連
合
会
が
行
っ
て
い
る
主
な
事
業

活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

■
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ

大
会

県
社
会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す

る
『
い
ば
ら
き
ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー

ツ
大
会
』
に
出
場
し
て
い
ま
す
。

町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
が

主
催
す
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
・

輪
投
げ
・
ペ
タ
ン
ク
・
ク
ロ
ッ
ケ
ー

の
各
大
会
で
勝
ち
抜
い
た
選
手
の

皆
さ
ん
が
、
町
の
代
表
と
し
て
大

会
に
出
場
し
ま
す
。

平
成
25
年
度
・
26
年
度
で
は
、

ペ
タ
ン
ク
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

の
部
門
で
優
秀
な
成
績
を
お
さ

め
、全
国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。

■
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
競
技
会

町
総
合
運
動
公
園
で
、
第
2
・

第
４
金
曜
日
に
競
技
会
を
開
催

ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
取
り
組
み

迎
さ
れ
、
継
続
し
て
行
う
活
動
に

な
っ
て
い
ま
す
。

■
子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
活
動

町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
と

地
域
の
子
ど
も
育
成
会
等
が
共
同

で
行
う
事
業
で
す
。

子
ど
も
と
高
齢
者
の
ふ
れ
あ
い

の
な
か
で
、
子
ど
も
の
健
全
な
育
成

や
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
は
22
の
単
位
ク
ラ
ブ

が
活
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

町
で
は
、
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
の

参
加
・
設
立
に
つ
い
て
の
支
援
や

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
金
の

交
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
に
興
味
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
活
動
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
上
記
問
合
せ
先
へ
の
ご

連
絡
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

■
演
芸
大
会

年
に
2
回
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
カ
ラ
オ
ケ
・
舞
踊
・
民
謡
・
郷

土
芸
能
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
演
目

で
大
会
が
開
催
さ
れ
、
会
員
の
腕

を
披
露
す
る
絶
好
の
場
と
な
っ
て

い
ま
す
。
大
会
の
観
覧
を
希
望
す

る
人
も
多
く
、
会
場
で
あ
る
本
郷

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
、
毎
回
大

勢
の
観
客
で
あ
ふ
れ
ま
す
。

■
単
位
ク
ラ
ブ
交
流
会

単
位
ク
ラ
ブ
間
の
親
睦
を
図
る

た
め
に
、
各
行
政
区
の
公
会
堂
等

を
利
用
し
た
交
流
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。
年
間
を
通
し
て
開
催
し
、

平
成
27
年
度
は
30
ク
ラ
ブ
15
組
の

皆
さ
ん
が
参
加
し
、
楽
し
く
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

■
わ
く
わ
く
美
術
展

県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
る
『
わ
く
わ
く
美
術
展
』
へ
多

数
の
作
品
を
出
展
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
・
平
成
26
年
度
に

お
い
て
は
書
と
工
芸
の
部
門
で
知

事
賞
を
い
た
だ
き
、
全
国
大
会
に

も
出
展
し
ま
し
た
。
平
成
27
年
度

も
11
作
品
を
出
展
し
ま
し
た
。

■
介
護
施
設
訪
問

町
内
2
つ
の
介
護
施
設
に
入
所

し
て
い
る
お
年
寄
り
の
訪
問
を
行

っ
て
い
ま
す
。
施
設
側
か
ら
も
歓

シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か

文
化
活
動
へ
の
取
り
組
み

▲介護施設訪問の様子

▲準備体操中の参加者
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しょうひせいかつせんたー

消費者コーナー消費者コーナー
『町消費生活センターだより』
27年度・第 4回

問い合わせ：▼町消費生活センター☎888ー1871（ ファクシミリ兼用／
月 ～ 金 曜 日 の 午 前 9 時 ～ 午 後 4 時 ）▼ 商 工 観 光 課 ☎888ー1111（171）

若者向け悪質商法被害防止共同キャンペーン中です
最近、スマートフォンを利用してさまざまな取引をする若者が増えています。
スマートフォンは、いつでもどこでも気軽にインターネットに接続することができるため大変便利ですが、
安易に取引をするとトラブルに巻き込まれる危険性があります。取引の仕組やリスクを確かめて利用するよう
にしましょう。事例を紹介します。

◎町長からのメッセージ
近年、インターネットの普及に伴う消費トラブルや悪質商法による被害など、消費者を取りまく問題はま
すます多様化・複雑化しております。町ではこれからも、町民の皆さまが安全・安心な消費生活を送れるよ	
う、相談体制の充実を図るとともに消費者の自立を支援する取り組みを推進していきたいと考えております。
町民の皆さまには、日頃より消費生活センターが発信する情報に注意していただき、消費生活に関してお
困りのことや気になることがありましたら、お気軽に消費生活センターまでご相談をお寄せくださいますよ
うお願い申し上げます。

阿見町長　天田富司男

●事例＜通販サイトでのトラブル＞
通販サイトで欲しかった時計が格安で販売さ
れていたので注文し、代金を振り込んだ。すぐ
に『商品は 5日以内に発送する』とのメールが届
いた。その後 1週間経っても商品が届かないの
で通販サイトに問い合わせのメールを送ったが
返信がない。連絡方法はメールのみで電話番号
の記載はなかった。

このような悪質サイトに支払ったお金を取り
戻すことは困難です。信用できるサイトかどう
か確認して契約するようにしましょう。
悪質サイトのチェックポイントを紹介します。
❶支払い方法が銀行振り込みのみ
❷電話番号の記載がない
❸連絡方法がメールのみ
❹ブランドの商品が極端に値引きされている

●アドバイス

●事例＜フリマアプリでのトラブル＞
スマートフォンのフリマアプリでブランドの
バッグを購入したが、届いたバッグは偽物だっ
た。バッグの出品者に返品をお願いしたが応じ
てくれない。フリマ運営会社に苦情を申し出た
が、当事者同士で解決するよう言われた。

フリマアプリとは、フリーマーケット運営会
社がスマートフォンのアプリ上で提供するフリ
ーマーケットのサービスのことをいい、個人間
取引を基本としています。運営会社の規約には
トラブルが生じた場合は当事者同士で解決する
ようにとの記載があります。
購入前に出品者に問い合わ
せたり、他の利用者のコメン
トを参考にしたり、取引は慎
重に行うようにしましょう。

●アドバイス
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よかれんへいわきねんかんだよりよかれんへいわきねんかんだより

予科練平和記念館だより

予科練平和記念館☎891ー3344　開館時間：月曜日を除く午前9時～午後5時

予科練平和記念館ホームページ　http://www.yokaren-heiwa.jp/

◎学芸員のつぶやき
上記でご紹介した元アメリカ海軍兵のおふたりに予科練平和記念館内をご案内していたときのことです。
『訓練』の展示室で、当時予科練生が失敗などをして罰

ばっちょく

直（体罰のこと）を受けるときには、バッターと呼ば
れる木の棒で尻を叩かれていたことを説明すると、ウィリアムさんが自分たちも訓練中、同じような罰を受け
て教員に殴られたことを話してくださいました。やはり、アメリカ軍でも教育の罰は荒っぽかったようです。

平成 27年 12月 10日（水）、外務省の『日米草の根平和交流招
しょうへい

聘プログラム』事業により、元アメリカ海軍兵
のチャールズ・ブラウンさん（写真左から 3人目）とウィリアム・コネルさん（写真左から 4人目）のおふたり
がご家族とともに来館されました。
当時、海軍少尉だったチャールズさんは、1945 年 2月に阿見町の
第一海軍航

こうくうしょう

空廠(海軍の航空機工場 )をパイロットとして攻撃し、対空
射撃を受けて霞ヶ浦湖上に不時着し捕虜となった経験があり、阿見町
は思い出深い場所だったそうです。
今回の来日では、自身が不時着した場所を見たいとの強い希望があり、
予科練平和記念館の歴史調査委員が土浦市手野町の墜落場所付近へ、外
務省の職員や藤田幸久参議院議員とともに案内しました。
その後、役場庁舎内で天田町長や柴原議会議長と面会された後、予科練

平和記念館において歴史調査委員と懇談をし、館内を見学されました。

太平洋戦争時の元アメリカ海軍パイロットが予科練平和記念館に来館されました

▲来館されたときの様子

予科練平和記念館開館 5周年記念事業で製作した、実物大『零式艦上
戦闘機二一型』模型（以後『零戦』とする）を展示しています。毎週日曜
日および祝日に、格納庫前に引き出して展示していますので、ぜひご
覧ください。観覧料は無料です。
※雨天および強風の場合は公開中止となります
▼公開日：開館日に公開　※月曜日休館。月曜日が祝日の場合は翌火曜日が休館
▼時　間：午前 9時～午後 4時 30分
▼場　所：予科練平和記念館隣接の格納庫および格納庫前

※日曜日および祝日は屋外に展示します（雨天・強風の場合は除く）

『零戦』実物大模型を展示しています

▲実物大で再現された『零戦』

太平洋戦争時の硫黄島での戦いについての講演会を開催します。
講演会では、劣悪な条件のもとで旧日本軍の健闘に直結した栗林中将の指揮について考察します。
▼日　時：3 月 13日（日）　午後 2時～ 3時 30分
▼場　所：予科練平和記念館ラウンジ
▼料　金：無料
▼講　師：大橋良一氏（歴史研究者）
▼その他：事前申込不要。当日直接お越しください

講演会『硫黄島の奮戦と栗林忠道大将』を開催します



11　人と自然が織りなす，輝くまち

町村合併 60周年記念特別寄稿

房
総
半
島
を
北
上
中
と
い
う
放
送
に
、

急
い
で
防
空
ご
う
に
避
難
し
ま
し
た
。

ま
も
な
く
B
29
か
ら
2
5
0
キ
ロ
グ
ラ

ム
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
ご
う
内
が
物
凄

い
振
動
に
揺
ら
れ
、
私
た
ち
は
死
を
覚

悟
し
て
爆
発
音
の
静
ま
る
の
を
待
ち
、

九
死
に
一
生
の
思
い
で
外
に
出
る
と
、

爆
弾
の
落
下
地
点
が
ご
う
か
ら
わ
ず
か

8
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
驚
き
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
爆
撃
で
直
撃
を
受
け

た
の
は
若
い
予
科
練
生
が
避
難
し
た
防

空
ご
う
で
、
多
数
の
方
が
生
き
埋
め
に

な
り
、
隊
外
の
戦
死
者
を
合
わ
せ
る
と

2
8
1
人
の
方
が
犠
牲
に
な
り
ま
し

た
。
地
区
の
住
民
も
13
人
の
方
が
爆
死

し
、
家
屋
等
の
焼
失
倒
壊
は
地
区
戸
数

の
約
3
割
に
至
る
大
災
害
で
し
た
。
一

時
は
ぼ
う
ぜ
ん
と
し
て
何
事
も
手
に
つ

か
ず
、
被
災
し
た
方
た
ち
は
町
か
ら
の

支
援
と
隣
近
所
の
協
力
に
よ
り
仮
住
ま

い
の
家
を
造
り
、
悲
惨
な
生
活
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

8
月
6
日
に
は
広
島
に
史
上
初

の
原
子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
、
続
い
て

3
日
後
に
長
崎
に
落
と
さ
れ
、
と
も

に
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
、
日
本
国

の
消
滅
は
間
違
い
な
い
と
思
っ
た
こ

ろ
、
8
月
15
日
正
午
に
敗
戦
を
告
げ

る
昭
和
天
皇
の
玉
音
放
送
が
あ
り
終

戦
と
な
り
ま
し
た
。

戦
争
の
恐
ろ
し
さ
は
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
働
く
仕
事
も
あ
り
ま
せ
ん
。

私
は
、
災
害
後
の
復
興
作
業
の
か
た
わ

ら
農
業
に
専
念
し
、
当
分
の
間
農
作
物

の
収
穫
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

町
村
合
併
時
代
に
な
っ
て
景
気

こ
の
た
び
阿
見
町
が
町
村
合
併
60

周
年
を
迎
え
ら
れ
、
平
成
27
年
11
月

8
日
県
立
医
療
大
学
に
お
い
て
多
数

の
来
賓
の
方
に
ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、

町
村
合
併
60
周
年
記
念
式
典
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
2
5
0

人
ほ
ど
の
功
労
者
の
方
が
表
彰
さ
れ
、

心
よ
り
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
30
年
の
町
村
合
併
当
時
、

私
は
26
歳
で
し
た
。合
併
の
10
年
前
、

16
歳
の
こ
ろ
、
私
た
ち
の
少
年
時
代

は
太
平
洋
戦
争
の
た
だ
中
に
あ
り
ま

し
た
。
戦
時
中
の
食
糧
難
で
、
生
活

苦
と
戦
争
の
恐
ろ
し
さ
を
同
時
に
体

験
し
た
日
々
は
、
生
涯
忘
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
想
い
出
で
す
。

わ
ず
か
3
年
9
か
月
の
戦
い
で
し

た
が
、
覚
え
て
い
る
こ
と
を
振
り
返
っ

て
み
ま
す
と
、
昭
和
16
年
12
月
8
日
、

米
英
両
国
を
相
手
に
開
戦
。
同
時
に
素

早
い
日
本
軍
の
作
戦
に
て
、
ハ
ワ
イ
真

珠
湾
攻
撃
等
で
勝
利
の
戦
果
を
収
め
、

次
々
に
南
太
平
洋
の
島
々
を
占
領
し
、

半
年
く
ら
い
の
日
本
軍
の
快
進
撃
は
す

ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。

し
か
し
、
翌
年
6
月
の
ミ
ッ
ド
ウ

ェ
ー
海
戦
で
日
本
が
米
軍
に
大
敗
す

る
と
、
戦
局
は
一
変
。
圧
倒
的
な
物

量
を
誇
る
米
軍
は
猛
反
撃
に
転
じ
ま

し
た
。
当
時
わ
が
国
は
鉄
鋼
材
等
の

不
足
の
た
め
、
金
属
回
収
令
が
出
さ

れ
、
各
家
庭
に
お
い
て
金
物
類
は
日

用
品
以
外
す
べ
て
供
出
す
る
よ
う
求

め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
教
育

で
も
午
前
中
で
勉
強
は
終
わ
り
、
午

後
か
ら
は
戦
争
の
た
め
の
体
力
強
化

を
目
的
に
、
お
も
に
鉄
棒
・
腕
立
て
・

体
操
等
の
授
業
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

翌
年
ア
ッ
ツ
島
が
玉
砕
し
、
昭

和
19
年
夏
に
サ
イ
パ
ン
島
が
米
軍
の

手
に
落
ち
る
と
、
米
軍
の
本
土
空
襲

が
日
常
化
し
ま
し
た
。
同
年
後
期
に

は
艦
載
機
P
51
が
飛
来
し
、
機
銃
掃

射
に
て
航
空
隊
軍
事
施
設
等
を
次
々

に
攻
撃
し
始
め
、
零
戦
と
の
空
中
戦

が
何
度
か
阿
見
町
の
上
空
に
て
目
撃

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
20
年
に
は
B
29
の
爆
撃
も
激

し
く
な
り
、
私
た
ち
も
夜
は
電
灯
の
周

り
を
黒
い
布
で
覆
い
、
外
部
へ
明
か
り

を
漏
ら
さ
ず
、
完
全
に
武
装
し
た
姿
で

寝
て
い
ま
し
た
。同
年
3
月
10
日
未
明
、

焼
夷
弾
の
無
差
別
攻
撃
に
よ
り
東
京
下

町
の
10
万
人
近
い
人
た
ち
が
犠
牲
に
な

り
、
6
月
10
日
に
は
土
浦
海
軍
航
空
隊

を
標
的
に
、
私
た
ち
の
地
区
が
大
変
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。

当
日
早
朝
、
米
軍
の
B
29
爆
撃
機
が

の
回
復
傾
向
が
み
ら
れ
、
仕
事
も
多

く
な
り
、
少
し
生
活
に
余
裕
も
で
き

て
、
町
の
治
安
の
た
め
昭
和
44
年
に

防
犯
連
絡
員
に
な
り
、
平
成
19
年
ま

で
務
め
ま
し
た
。
こ
の
間
、
防
犯
功

労
団
体
と
し
て
阿
見
町
が
全
国
表
彰

を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

最
近
の
阿
見
町
の
発
展
は
素
晴

ら
し
く
、
各
地
域
の
変
容
に
は
大
変

驚
き
ま
す
。
東
部
地
域
で
は
工
業
団

地
の
造
成
に
よ
り
多
く
の
企
業
が
進

出
し
、
圏
央
道
の
開
通
で
ア
ウ
ト
レ

ッ
ト
等
も
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
本
郷

地
区
は
区
画
整
理
事
業
に
て
住
宅
が

密
集
し
、
人
口
も
増
加
し
て
、
近
く

新
小
学
校
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
で

す
。
湖
岸
地
区
も
予
科
練
平
和
記
念

館
が
開
館
し
、
連
日
来
館
者
が
訪
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
阿
見
町
は

立
地
や
環
境
に
恵
ま
れ
、
今
後
ま
す

ま
す
の
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

町
村
合
併
60
周
年
を
迎
え
て

町
村
合
併
60
周
年
記
念
特
別
寄
稿

青
宿
　
　
　
　
　
飯
塚
　
直
一

飯
塚
直
一
さ
ん

平
成
8
年
〜
平
成
19
年
町
防
犯

連
絡
員
協
議
会
会
長
。
平
成
20
年
〜

現
在
ま
で
町
防
犯
連
絡
員
協
議
会
顧

問
。
平
成
19
年
10
月
4
日
防
犯
功
労

栄
誉
金
章
受
章
。
平
成
21
年
2
月
27

日
茨
城
県
町
村
会
か
ら
民
間
自
治
功

労
者
表
彰
。
平
成
21
年
11
月
3
日

藍
綬
褒
章
受
章
。

▲町民が主役のまちづくり ▲町村合併 60周年記念式典の様子

町
村
合
併
60
周
年
を
記
念
し
て
、

平
成
27
年
4
月
号
通
常
版
か
ら
12
回

に
わ
た
り
連
載
し
て
き
ま
し
た
特
別

寄
稿
は
今
回
の
掲
載
を
も
ち
ま
し
て

終
了
と
な
り
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
貴

重
な
寄
稿
文
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
て
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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まちのできごと・インフォメーション

ま
ち
の

で
き
ご
と

ま
ち
の

で
き
ご
と

■
町
消
防
団
選
抜
チ
ー
ム
　
　
　

全
国
消
防
操
法
全
国
大
会
出
場

11
月
21
日
、
全
国
消
防
操
法

大
会
に
向
け
た
県
代
表
選
考
会

が
、
県
立
消
防
学
校（
茨
城
町
）

で
開
催
さ
れ
、
町
消
防
団
の
選
抜

チ
ー
ム
が
、
県
南
南
部
地
区
代
表

と
し
て
出
場
し
、優
勝
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
10
月
14
日（
金
）に

長
野
県
で
行
わ
れ
る「
第
25
回
全

国
消
防
操
法
大
会
」の
茨
城
県
代

表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。
小
型
ポ

ン
プ
の
部
で
の
全
国
大
会
出
場

は
、
平
成
24
年
に
続
い
て
連
続
出

場
と
な
り
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
選
抜
チ
ー
ム
よ
り
：

『
町
消
防
団
一
丸
と
な
っ
て
、
祈

願
の
全
国
大
会
優
勝
を
目
指
し
て

頑
張
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
応
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。』

■
町
の
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
　

連
続
3
0
0
日
達
成
！

平
成
27
年
12
月
2
日
、県
庁（
水

戸
市
）
に
お
い
て
市
町
村
交
通
死

亡
事
故
ゼ
ロ
達
成
表
彰
式
が
開
催

さ
れ
、
町
は
同
年
11
月
20
日
に
交

通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
3
0
0
日
を
達

成
し
た
こ
と
に
よ
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
今
後
も
、
牛
久
警
察
署
・
交

通
安
全
協
会
・
交
通
安
全
母
の
会
等

の
関
連
団
体
と
連
携
し
て
交
通
安

全
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
た
し
ま
す
。

■
霞
ケ
浦
水
質
浄
化
ポ
ス
タ
ー

県
知
事
賞
等
受
賞

平
成
27
年
12
月
8
日
、
県
霞
ケ

浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

霞
个
浦
水
質
浄
化
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
阿
見

第
二
小
学
校
3
年
齋
藤
徳
人
さ
ん

（
写
真
中
央
）
が
県
知
事
賞
、
本

郷
小
学
校
4
年
向
後
愛
海
さ
ん
が

優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
同
コ

ン
ク
ー
ル
は
、
霞
个
浦
や
流
域
河

川
の
水
環
境
保
全
の
意
識
向
上
を

目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

交通安全キャンペーンの様子

『
広
報
あ
み
』
2
月
号
お
知
ら
せ
版

『
学
校
体
育
施
設
利
用
団
体
連
絡
調

整
会
議
』
開
催
の
期
日
が
都
合
に
よ

り
『
3
月
17
日（
木
）』
か
ら
『
3
月
16

日（
水
）』
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

s
生
涯
学
習
課
（
中
央
公
民
館
内
）

☎
8
8
8
ー

2
5
2
6

手
元
に
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
が
な

い
の
に
、
廃
車
手
続
き
を
し
て
い
な

い
と
い
う
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日

現
在
、
車
両
の
所
有
者
（
軽
自
動
車
の

使
用
者
）
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
人

に
1
年
分
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
車
両

を
譲
渡
・
廃
車
し
た
場
合
、
速
や
か
に

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
細
は

左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

s
▼
軽
自
動
車
：
軽
自
動
車
検
査
協
会

茨
城
事
務
所
☎
0
5
0
ー

3
8
1
6

ー

3
1
0
6

▼
二
輪
軽
自
動
車
︵
1
2
5
cc
超
～

2
5
0
cc
以
下
︶・
二
輪
小
型
自
動

車
︵
2
5
0
cc
超
︶：
関
東
運
輸
局

土
浦
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所

☎
0
5
0
ー

5
5
4
0
ー

2
0
1
8

▼
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動

車
：
役
場
税
務
課
軽
自
動
車
税
係

☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
1
5
6
）

▼
期
日	

３
月
23
日（
水
）

▼
時
間 

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

▼
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』
2
階
講
座
室

▼
内
容	

生
活
習
慣
病
と
そ
の
予
防

▼
講
師	

嵯
峨
井
勝
氏
（
つ
く
ば
健

康
生
活
研
究
所
所
長
）

▼
対
象	

町
内
に
在
住
・
在
勤
の
人

▼
募
集
人
数	

30
人（
定
員
で
締
切
）

▼
参
加
料 

無
料

▼
申
込
期
間 

3
月
18
日（
金
）ま
で

※
土
・
日
を
除
く

▼
申
込
方
法 

電
話
で
左
記
に
申
し

込
む

s
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
総

合
保
健
福
祉
会
館
内
）
☎
8
8
7

ー

8
1
2
4

▼
期
日	

3
月
1
日（
火
）

▼
時
間 

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所 

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー（
総
合
保
健
福
祉
会
館
別
館
）

▼
対
象　

当
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛

同
し
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
町

内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人（
入
会

承
認
制
）

s
（
公
社
）
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
☎
8
8
8
ー

2
0
3
6

﹃
学
校
体
育
施
設
利
用
団
体
連
絡

調
整
会
議
﹄
開
催
日
変
更

﹃
家
族
介
護
支
援
事
業
﹄

参
加
者
募
集

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会
開
催

廃
車
の
手
続
き
は
お
済
み

で
す
か
？
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事
業
主
・
働
く
す
べ
て
の
皆
さ
ま

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

労
働
契
約
法
第
18
条
第
１
項
で

は
、
平
成
25
年
4
月
1
日
以
後
に
開

始
さ
れ
る
有
期
労
働
契
約
が
反
復
更

新
さ
れ
、
契
約
期
間
が
通
算
で
5
年

を
超
え
る
場
合
、
そ
の
契
約
期
間
の

初
日
か
ら
末
日
ま
で
の
間
に
、
無
期

労
働
契
約
（
期
間
の
定
め
の
な
い
労

働
契
約
）
へ
の
転
換
の
申
し
込
み
が

で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
以
降
、
多
く
の
有
期
契

約
労
働
者
に
無
期
労
働
契
約
へ
の
転
換

の
申
し
込
み
の
権
利
が
発
生
し
ま
す
。

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
就
業
規
則
等
の
見

直
し
の
準
備
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

詳
細
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
で
『
労
働
契
約
法
』
と
入

力
し
て
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

s
茨
城
労
働
局
監
督
課
☎
0
2
9
ー

2
2
4
ー

6
2
1
4

phttp://w
w

w
.m

hlw
.go.jp/

企
業
に
と
っ
て
優
秀
な
人
材
の
確

保
・
定
着
を
図
る
た
め
に
は
『
魅
力
あ

る
職
場
づ
く
り
』
が
重
要
で
す
。
こ

の
取
り
組
み
を
実
施
す
る
た
め
の
各

種
助
成
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。
詳
細

は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

s
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
土
浦
助
成
金
係

☎
8
2
2
ー

5
1
2
4

労
働
契
約
法
﹃
無
期
転
換
ル
ー
ル
﹄

を
ご
存
じ
で
す
か

お
子
さ
ん
の
こ
と
で
『
気
に
な
る

こ
と
』
や
『
心
配
な
こ
と
』
が
あ
り
ま

せ
ん
か
？　

未
就
学
の
お
子
さ
ん
の

発
達
に
つ
い
て
の
不
安（
言
葉
が
遅
い・

活
発
す
ぎ
て
困
っ
て
い
る
・
お
友
達
と

上
手
に
遊
べ
な
い
な
ど
）
や
関
わ
り
方

な
ど
に
つ
い
て
、
心
理
相
談
員
・
保
健

師
が
個
別
相
談
に
応
じ
ま
す
。

親
子
相
談
ル
ー
ム
『
く
れ
よ
ん
』

は
予
約
制
の
た
め
、
事
前
に
左
記
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
場
所	

総
合
保
健
福
祉
会
館
『
さ

わ
や
か
セ
ン
タ
ー
』

▼
申
込
方
法	

電
話
ま
た
は
直
接
左

記
に
申
し
込
む

s
健
康
づ
く
り
課
（
総
合
保
健
福
祉

会
館
内
）☎
8
8
8
ー

2
9
4
0

町
で
は
発
達
障
害
等
を
含
む
特
別

な
支
援
を
必
要
と
す
る
子
ど
も
を
支

援
す
る
た
め
の
『
相
談
支
援
フ
ァ
イ

ル
』
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
フ
ァ
イ
ル
に
乳
幼
児
か
ら
成

人
期
ま
で
子
ど
も
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や

医
療
・
福
祉
・
教
育
等
に
関
す
る
情
報
を

ま
と
め
て
記
載
す
る
こ
と
で
、
病
院
や

学
校
な
ど
の
関
係
機
関
と
の
情
報
の
共

有
や
、
支
援
情
報
の
正
確
な
引
き
継
ぎ

を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
各
機
関
か
ら
の
連
携
し

た
相
談
・
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

保
護
者
や
関
係
者
の
皆
さ
ま
は
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
対
象 

特
別
な
支
援
を
必
要
と

す
る
本
人
か
そ
の
保
護
者

▼
配
付
場
所 

左
記
窓
口
か
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
内
で
入
手
可

s
教
育
委
員
会
指
導
室
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
3
2
4
）

phttp://w
w

w
.tow

n.am
i.lg.jp/

soshiki/7-27-0-0-0

最
近
ち
ゃ
ん
と
眠
れ
て
い
ま
す
か
。

２
週
間
以
上
不
眠
が
続
い
て
る
場
合
、

そ
れ
は
『
う
つ
』
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

体
調
に
不
調
を
感
じ
て
い
る
人

は
、
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

▼
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

▼
毎
日
の
生
活
に
充
実
感
が
な
い

▼
こ
れ
ま
で
楽
し
ん
で
行
え
て
い

た
こ
と
が
楽
し
め
な
い
▼
以
前
は

楽
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
、
今
は

お
っ
く
う
に
感
じ
ら
れ
る
▼
自
分

が
役
に
立
つ
人
間
だ
と
思
え
な
い

▼
理
由
も
な
く
疲
れ
た
よ
う
な
感

じ
が
す
る

2
つ
以
上
の
項
目
が
2
週
間
以
上

ほ
ぼ
毎
日
続
き
、
そ
の
た
め
に
つ
ら

い
気
持
ち
に
な
っ
た
り
、
毎
日
の
生

活
に
支
障
が
出
て
い
る
と
き
は
、
か

か
り
つ
け
の
医
師
・
最
寄
り
の
保
健

所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

s
土
浦
保
健
所
☎
8
2
1
ー

5
5
1
6

親
子
相
談
ル
ー
ム
﹃
く
れ
よ
ん
﹄

﹃
相
談
支
援
フ
ァ
イ
ル
﹄
を

ご
活
用
く
だ
さ
い

■稲敷地方広域市町村圏事務組合の財政状況

※一般会計予算額には、繰越明許費繰越額 841,928 千円を含む
s稲敷地方広域市町村圏事務組合事務局管理課☎ 0297−64−3741

▼平成 26年度一般会計決算の状況
歳入 歳出

項　目 収入済額 構成比 項　目 支出済額 構成比
分賦金

および負担金 3,181,611 79.3 議会費 1,944 0.1

使用料
および手数料 7,903 0.2 総務費 83,252 2.4

国庫支出金 33,366 0.8 消防費 3,330,185 94.0

財産収入 99 0.0 公債費 125,302 3.5

寄附金 10 0.0 予備費 0 0

繰入金 67,000 1.7

繰越金 51,087 1.3

諸収入 66,012 1.6

組合債 605,000 15.1

合　計 4,012,179 100.0 合　計 3,540,684 100.0

（単位：千円、％） ▼平成 26年度特別会計決算の状況

会計名 歳　入 歳　出

老人ホーム特別会計 110,671 108,184

水防事業特別会計 9,756 9,153

▼平成27年度上半期（4月～9月）の歳入歳出予算執行状況

会計名 予算額
歳　入 歳　出

収入済額 収入率 支出済額 支出率

一般会計 4,750 2,986 62.9 2,046 43.1

老人ホーム特別会計 105 46 44.1 43 41.4

水防事業特別会計 9,760 6 68.7 2 28.0

３
月
は
茨
城
県
自
殺
防
止

月
間
で
す

（単位：千円）

（単位：千円、％）

人
材
確
保
の
た
め
の
各
種

助
成
金
制
度
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〈広告欄〉

よ
び
既
卒
未
就
職
者

▼
申
込
方
法	

事
前
申
込
不
要
（
参

加
費
無
料
）

▼
持
参
品	

参
加
申
込
書
（
左
記

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
可
）

▼
そ
の
他	

14
日（
月
）・
17
日（
木
）

の
参
加
企
業
は
異
な
り
ま
す
。
詳

細
は
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確

認
く
だ
さ
い

s
茨
城
労
働
局
職
業
安
定
課

☎
0
2
9
ー

2
2
4
ー

6
2
1
8

phttp://ibaraki-roudoukyoku.
jsite.m

hlw
.go.jp/

❶
４
月
か
ら
都
道
府
県
知
事
へ
の
届

出
が
必
要
に
な
り
ま
す

４
月
か
ら
１
日
に
1
人
以
上
、
乳

幼
児
を
保
育
す
る
場
合
に
は
都
道
府

県
知
事
へ
の
届
出
が
必
要
に
な
り
ま

す
。（
臨
時
に
設
置
さ
れ
る
場
合
等

は
除
き
ま
す
。）
対
象
の
事
業
を
実

施
し
て
い
る
人
は
必
ず
届
出
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

す
で
に
届
出
を
し
て
い
て
も
、

子
ど
も
の
預
か
り
サ
ー
ビ
ス
の
マ

ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
事

業
を
実
施
し
て
い
る
人
は
、
利
用

し
て
い
る
マ
ッ
チ
ン
グ
サ
イ
ト
の

U
R
L
を
届
け
出
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
届
出
先	

▼
個
人
の
ベ
ビ
ー
シ
ッ

タ
ー
：
茨
城
県
▼
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ

ー
事
業
者
：
事
業
所
が
所
在
す
る

町
内
産
た
け
の
こ
の
出
荷
お
よ
び

販
売
を
行
う
た
め
に
は
『
阿
見
町
に

お
け
る
管
理
計
画
』
に
基
づ
き
生
産

者
台
帳
へ
の
登
録
と
出
荷
前
検
査
等

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ま
だ
生
産
者
台
帳
に
登
録
し
て

い
な
い
人
や
、
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

s
農
業
振
興
課
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
1
8
3
）

県
で
は
、
県
内
企
業
約
１
0
0

社
が
参
加
す
る
企
業
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
期
日	

3
月
14
日（
月
）・
17
日（
木
）

▼
時
間	

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

（
受
付
：
午
後
0
時
30
分
か
ら
）　

※
1
社
の
説
明
時
間
は
約
30
分
、

最
大
で
４
社
の
説
明
を
受
け
ら
れ

ま
す

▼
場
所	

フ
ェ
リ
ベ
ー
ル
サ
ン
シ
ャ

イ
ン
（
水
戸
市
白
梅
）

▼
対
象	

大
学
院
・
大
学
・
短
大
・
高

専
・
専
修
学
校
等（
高
校
は
除
く
。）

の
平
成
29
年
3
月
卒
業
予
定
者
お

都
道
府
県

▼
申
込
期
間	

随
時

❷
定
期
的
に
研
修
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

認
可
外
保
育
施
設
指
導
監
督
基

準
に
、
認
可
外
保
育
施
設
及
び
認

可
外
の
訪
問
型
保
育
事
業
者
は
、「
保

育
従
事
者
の
人
間
性
及
び
専
門
性

の
向
上
に
努
め
る
こ
と
」
と
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
保
護
者
が
安
心
し

て
子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
よ
う
に

積
極
的
に
研
修
を
受
講
し
、
保
育

従
事
者
の
質
の
向
上
に
努
め
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
研
修
の
受
講
に

つ
い
て
は
、
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

s
県
子
ど
も
家
庭
課
☎
0
2
9
ー

3
0
1
ー

3
2
5
2

●
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
︵
一
般
︶

▼
受
験
資
格	

平
成
29
年
4
月
1
日

現
在
で
、
❶
22
歳
以
上
26
歳
未
満

の
人
❷
20
歳
以
上
22
歳
未
満
で
、

大
学
を
卒
業
（
見
込
み
を
含
む
）

し
た
人
❸
大
学
院
修
士
課
程
を

修
了
（
見
込
み
を
含
む
）
し
た
人

で
28
歳
未
満
の
人

▼
試
験
期
日	

▼
1
次
：
5
月
14
日

（
土
）、
15
日（
日
）（
飛
行
要
員
希

望
者
の
み
）▼
2
次
：
6
月
14
日

（
火
）〜
17
日（
金
）の
う
ち
指
定

す
る
日

●
自
衛
隊
幹
部
候
補
生︵
歯
科
・
薬
剤
︶

▼
受
験
資
格	

平
成
29
年
4
月
1
日

現
在
で
、▼
歯
科
：
20
歳
以
上
30

歳
未
満
で
専
門
の
大
学
を
卒
業

（
見
込
み
を
含
む
）し
た
人
▼
薬

剤
：
20
歳
以
上
28
歳
未
満
で
専
門

の
大
学
を
卒
業（
見
込
み
を
含
む
）

し
た
人

▼
試
験
期
日	

▼
1
次
：
5
月
14
日

（
土
）
▼
2
次
：
6
月
14
日（
火
）〜

17
日（
金
）の
う
ち
指
定
す
る
日

●
受
付
期
間	

3
月
1
日（
火
）〜
5

月
6
日（
金
）

●
そ
の
他	

▼
試
験
会
場
は
、
別
途

各
人
に
通
知
し
ま
す
▼
受
験
申
し

込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
左
記

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

s
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部
龍
个

崎
地
域
事
務
所
☎
0
2
9
7
ー

6
4
ー

3
3
5
1

phttp://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/
ibaraki

県
女
性
青
少
年
課
で
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
県
内
の
青
少
年
二
関

す
る
問
題
の
相
談
窓
口
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。

学
校
・
家
庭
・
体
や
心
・
非
行
・
職
業

な
ど
で
悩
み
ご
と
や
不
安
な
こ
と
が

あ
る
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
に
相

談
窓
口
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

相
談
窓
口
の
詳
細
は
左
記
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

s
県
女
性
青
少
年
課
☎
0
2
9
ー

3
0
1
ー

2
1
8
3

phttp://ibaraki.jp/bugai/
josei/seishonen/

﹃
が
ん
ば
っ
ぺ
！
茨
城
﹄
企
業

説
明
会
参
加
者
募
集

１
人
以
上
の
乳
幼
児
を
保
育
す
る

事
業
者
へ
❶
〜
❷

自
衛
官
募
集

町
内
産
た
け
の
こ
の
出
荷

お
よ
び
販
売
に
つ
い
て

青
少
年
と
保
護
者
の
た
め
の

相
談
窓
口



15　ホームページ　http://www.town.ami. lg. jp/　　E メール　ami@town.ami. lg. jp

AMI AMI

〈広告欄〉

たいきょうだより

体協だより 町体育協会事務局（中央公民館内）
☎888ー2526

■『第 56回町長杯野球大会』
参加者募集

▼期日	 4 月 10 日・17 日の日曜日
※予備日：24 日（日）
▼場所	 総合運動公園町民球場他
▼参加料	 1 チーム 5000 円（抽選
会受付時に納入）
▼申込期間	 3 月 26 日（土）午後 5
時まで
▼申込方法	 直接下記に電話で申し
込む
▼総会・抽選会	 4 月 2日（土）午後 7
時から中央公民館 1階多目的室
で開催
▼その他	 出場するチームは必ず総
会に参加する
s 町体育協会事務局（中央公民館内）
☎ 888ー2526

■各種大会の結果（敬称略）
●秋季町民バレーボール大会

期 日 10月 4日（日）
場 所 町民体育館

成 績 ▽優勝：MIX▽準優勝：つくみ▽3位：阿見サンクラブ

●後期男女混合ソフトボール大会

期 日 10月 4日（日）
場 所 総合運動公園町民球場

成 績

▽優勝：ファーストエリアＡ
▽準優勝：ツムラソフトボー
ルクラブ▽3位：のんきーず、
ファーストエリアＢ

●第 45回町民野球大会

期 日 10月 12日（月）・18日（日）
場 所 総合運動公園町民球場

成 績
▽優勝：武器学校▽準優勝：
ＩＰＵ▽3位：阿見ヤンキー
ス、理想筑波

●稲敷地区市町村対抗ゴルフ大会

期 日 10月 14日（水）
場 所 霞南ゴルフ倶楽部（稲敷市）

成 績

▼団体の部
▽優勝：阿見町チーム
▼個人の部
▼男子▽ 3位：長南幸司
▼シニア▽準優勝：渡部儀勝
▼女子▽ 4位：石山秋枝

●阿見スポーツ吹矢大会
期 日 10月 18日（日）
場 所 町民体育館

成 績

▼二段以下クラス▽優勝：稲
川あつ子▽3位：田中克美
▼三段以上クラス▽優勝：波
多野一美▽3位：田沼昭宗

●秋季テニス大会（ダブルス）

期 日 10月 18日（日）
場 所 総合運動公園テニスコート

男 子

▼ 1位・2位トーナメント
▽優勝：浅沼佳臣・松岡翔
▽準優勝：福田慎吾・北浦拓也
▽3位：塚原新・横山悟
▼ 3位・4位トーナメント
▽優勝：盛田覚・広瀬和峰
▽準優勝：加藤滋・小松沢満生

女 子

▼ 1位・2位トーナメント
▽優勝：伊藤由衣子・山本安祐美
▽準優勝：細江実佐・石田藍子
▽3位：池田有里・高野真由美
▼ 3位・4位トーナメント
▽優勝：川崎直子・高橋慶子
▽準優勝：鈴木カツ子・森永
あすか

●県南子ども野球大会

期 日 11月 8日（日）・21日（土）
場 所 総合運動公園町民球場
成 績 ▽3位：竹来ジュニアスターズ

●町民グラウンドゴルフ大会

期 日 10月 14日（水）
場 所 小貝川ふれあい公園（下妻市）

成 績

▼男子の部▽優勝：飯島和夫
▽準優勝：大室雅彦▽3位：
高岡幸悦
▼女子の部▽優勝：大室正
子▽準優勝：村山千枝子
▽3位：菊川道子
▼総合優勝：小室末吉

●町民グラウンドゴルフ大会

期 日 10月 22日（木）
場 所 総合運動公園陸上競技場

成 績

▼男子の部▽優勝：村田義一
▽準優勝：新井忠雄▽3位：
根本正夫
▼女子の部▽優勝：平岡し
げ子▽準優勝：田村由紀子
▽3位：栗山昌子

●町地区別対抗ゴルフ大会
期 日 11月 13日（金）
場 所 桜ゴルフ倶楽部（稲敷市）

成 績

▼団体の部
▽優勝：阿見第一小地区▽準
優勝：阿見小地区▽3位：実
穀小地区
▼個人の部
▼男子の部順位賞
▽優勝：大崎修一▽準優勝：
篠内博司▽3位：西村考史
▼女子の部順位賞
▽優勝：今井淑子▽準優勝：
市村紀子▽3位：瀬尾景子

●阿見グラウンドゴルフ杯競技大会

期 日 11月 20日（金）
場 所 総合運動公園陸上競技場

成 績

▼男子の部▽優勝：岡島俊一
▽準優勝：大室雅彦▽3位：
菊川洋征
▼女子の部▽優勝：中村スエ子
▽準優勝：石川きくの▽3位：
蛯名ミヤ子

町体育協会事務局（中央公民館内）
☎888ー2526
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役場開庁時間（土・日・祝日・年末年始を除く）
午前 8時 30分～午後 5時 15分
※日曜開庁あり（『広報あみ』お知らせ版参照）

『広報あみ』は、毎月第 2・4（12月は第 3）金曜日発行です。
下記公共施設等にも備えてありますので、ご利用ください。
▼公共施設：役場 1階正面玄関・ロビー、役場 2階秘書課、
うずら出張所、総合保健福祉会館『さわやかセンター』、
中央・かすみ・君原の各公民館、本郷・舟島の各ふれあい
センター、予科練平和記念館、町民活動センター

▼その他の施設：阿見・中央一・阿見原・青宿・実穀・君原の
各郵便局、常陽銀行阿見・荒川沖東の各支店、筑波銀行
阿見・荒川本郷の各支店、水戸信用金庫阿見支店、茨城
県信用組合阿見支店

●人口と世帯●

●公共機関電話番号●●防災行政無線フリーダイヤル●
防災行政無線で放送された内容は、下記の
フリーダイヤルの電話でも確認することがで
きます。（通話料は無料です）

うずら出張所	
☎ 841ー1167
健康づくり課	
☎ 888ー2940
障害福祉課	
☎ 888ー2943
福祉センターまほろば	
☎ 887ー3969
地域子育て支援センター	
☎ 891ー2772
阿見消防署	
☎ 887ー0119
火災情報案内	
☎ 0297ー64ー0119
上下水道課	
☎ 889ー5151
霞クリーンセンター	
☎ 889ー0091
中央公民館	
☎ 888ー2526
君原公民館	
☎ 889ー1363

かすみ公民館	
☎ 888ー8111
本郷ふれあいセンター	
☎ 830ー5100
舟島ふれあいセンター	
☎ 840ー2761
図書館	
☎ 887ー6331
総合運動公園	
☎ 889ー2788
教育相談センター	
☎ 888ー1225
町民活動センター	
☎ 888ー2051
町男女共同参画センター	
☎ 896ー3181
消費生活センター	
☎ 888ー1871
町民ダイヤル（休日当番医
・定例相談等のテレホンサ
ービス）☎ 887ー6600

●定例相談●

阿見消防署管内調べ
出場件数 157件（157）

※救急車の適正な利用を
お願いします

急　　病 107件（ 107）
交通事故 19件（ 19）
一般負傷 15件（ 15）
そ の 他 16件（ 16）
合　　計 157件（ 157）

3 月の納税等
国民健康保険税（9期）

納期限 3月 31日（木）

4 月の納税等
固定資産税（1期）
介護保険料（1期）

納期限 5月 2日（月）

救急車出動状況　1月（年累計）

※納期限後に納付される場合、納付までの日数により延滞金がかかります

●あみメール登録お願いします●
スマートフォン・携帯電話で
t-ami@sg-m.jp宛てに空メール
を送信するか、または左記QRコ
ードを読み取り、専用サイトにア
クセスして登録してください。▲ＱＲコード

0120-131-813

人権相談／行政相談
日　　時	 3 月 3日（木）　午前 10時～午後 3時
場　　所	 役場 3階 305会議室
問い合わせ	 総務課☎ 888ー1111（215）
子育て相談
電話・来所相談	 月～金曜日 午前 9時～午後 4時
場　　所	 中郷保育所内
訪問相談	 随時受付
問い合わせ	 地域子育て支援センター☎ 891ー2772
教育相談
日　　時	 火～金曜日 午前 9時～午後 3時
場　　所	 図書館となり
問い合わせ	 教育相談センター☎ 888ー1225
心配ごと相談
日　　時	 水曜日 午後 1時～ 4時
弁護士相談	 月 1回午後 1時～ 3時 30分

　※毎週水曜日の心配ごと相談にて要予約
場　　所	 総合保健福祉会館相談室
問い合わせ	 町社会福祉協議会☎ 887ー0084
高齢者総合相談
日　　時	 月～金曜日 午前 8時 30分～午後 5時 30分
場　　所	 町社会福祉協議会内
問い合わせ	 	町地域包括支援センター☎887ー8124
消費者相談
日　　時	 月～金曜日　午前9時～正午、午後1時～ 4時
場　　所	 役場 1階町消費生活センタ−
問い合わせ	 町消費生活センタ−☎ 888ー1871
交通事故相談
日　　時	 月～金曜日、午前 9時～正午、午後 1時～

4時 45分
弁護士相談	 水曜日　午後 1時～ 4時　※要予約
場　　所	 県土浦合同庁舎
問い合わせ	 県南地方交通事故相談所☎ 823ー1123

▽ 2月 1日現在
▽常住人口ベース
▽（　）内は前月比
▽情報政策課調べ

●総人口　47,982 人 ( － 16）
●男　性　23,790 人 ( － 15）
●女　性　24,192 人 ( － 1）
●世帯数　19,178 世帯 (＋ 1）


